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１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 90,942 7.9 120 △74.3 △1,958 － △2,588 －
2024年３月期中間期 84,259 17.1 470 △13.3 754 △3.2 58 △81.4

(注)包括利益 2025年３月期中間期 464百万円（ △93.6％） 2024年３月期中間期 7,307百万円（ △3.3％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 △106.25 －
2024年３月期中間期 2.42 2.37

（注）2025年３月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株

当たり中間純損失金額であるため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 148,364 75,628 44.1
2024年３月期 142,257 75,493 46.4

(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 65,432百万円 2024年３月期 66,070百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 13.00 － 17.00 30.00
2025年３月期 － 15.00
2025年３月期(予想) － 16.00 31.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 177,000 △2.5 △1,200 ー △3,800 ー △17,000 － △696.79

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ー社（社名） 、除外 ー社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期中間期 25,055,636株 2024年３月期 25,055,636株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 625,059株 2024年３月期 796,233株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 24,365,140株
2024年３月期

中間期
24,194,995株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。

・当社は、以下のとおり機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用する資料につ

いては、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。

・2025年１月31日（金）・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における世界経済は緩やかな持ち直しが見られたものの、長期化する原材料や物流費等の高止ま

りといった世界的なインフレの進行や為替や株式相場の急激な変動など、先行き不透明な状況が続いております。また、

中東情勢、長期化が見込まれる中国経済の低迷、次期米国政権交代による通商政策への影響など不安定な国際情勢によ

る地政学的リスクや下振れ要因も多く存在しています。

当社グループが関連する自動車産業の生産台数は、中国市場などでのBEVへのシフトを受け日系OEMの減産が影響し、

引き続き厳しい状況が続くものと予想されます。

このような状況下において当社グループの売上高は、日本、アジアの生産台数が減少となりましたが、円安に伴う為

替換算などの影響により、前中間連結会計期間（以下、「前年同会計期間」という。）に比べ7.9%増の90,942百万円と

なりました。営業利益は、操業体制の見直しによる合理化を織り込んだものの、米州における一過性の品質費用の発生

や、日本、アジアの生産台数の減少などにより、前年同会計期間に比べ74.3%減の120百万円となりました。経常利益は

前年同会計期間に比べ2,713百万円減の1,958百万円の損失となりました。親会社株主に帰属する中間純利益は、前年同

会計期間に比べ2,647百万円減の2,588百万円の損失となりました。

なお、連結決算における海外子会社損益の円換算には、各子会社決算期の平均レートを使用しており、当中間連結会

計期間の米ドルレート（１～６月）は、152.36円/ドル（前年同会計期間は134.98円/ドル）であります。

セグメントの状況は、以下のとおりであります。

①日本

売上高は、生産台数の減少などにより、前年同会計期間に比べて5.2%減の28,085百万円となりました。営業利益は、

経費削減などを織込んだものの金型売上減少、ヨロズサステナブルマニュファクチャリングセンター(YSMC）本社工場の

操業開始による初期費用もあり、前年同会計期間に比べて76.3%減の624百万円となりました。

②米州

売上高は、生産台数の増加や円安に伴う為替換算の影響などにより前年同会計期間に比べて27.0%増の45,926百万円と

なりました。営業利益は、生産台数増加はあったものの、米国における一過性の品質費用の発生などにより前年同会計

期間に比べ568百万円減の1,147百万円の損失となりました。

③アジア

売上高は、円安に伴う為替換算の影響などがあったものの、中国の生産台数減少などにより、前年同会計期間に比べ

12.6%減の20,417百万円となりました。営業利益は、前年同会計期間に比べ837百万円増の86百万円の利益となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ4,152百万円増加の79,525百万円となりました。これは、「受取手形及び売掛

金」が3,117百万円、「仕掛品」が1,263百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ1,955百万円増加の68,839百万円となりました。これは、「機械装置及び運搬具

（純額）」が2,806百万円、「建物及び構築物（純額）」が1,739百万円増加したものの、「建設仮勘定」が1,750百万

円、「投資その他の資産」が937百万円減少したことなどによります。

この結果、総資産は前連結会計年度末と比べ6,107百万円増加の148,364百万円となりました。

（負債の部）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ1,879百万円増加の51,695百万円となりました。これは、「その他」が2,645百

万円増加したものの、「電子記録債務」が738百万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ4,092百万円増加の21,041百万円となりました。これは、「その他」が2,035百

万円、「長期借入金」が2,018百万円増加したことなどによります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末と比べ5,972百万円増加の72,736百万円となりました。

（純資産の部）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ134百万円増加の75,628百万円となりました。これは、「為替換算調整勘

定」が3,099百万円増加したものの、「利益剰余金」が3,001百万円減少したことなどによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想につきましては、2024年５月15日の「2024年３月期決算短信(連結)」で公表いたしました通期の連結業

績予想値から、現時点で入手可能な情報や予測等を踏まえて修正を行っております。

詳細につきましては、本日付公表の「2025年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,287 21,988

受取手形及び売掛金 28,693 31,810

電子記録債権 2,154 2,163

製品 5,223 4,885

原材料及び貯蔵品 1,211 1,630

部分品 4,370 4,057

仕掛品 5,742 7,005

その他 6,270 6,636

貸倒引当金 △580 △652

流動資産合計 75,373 79,525

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,328 21,068

機械装置及び運搬具（純額） 22,260 25,066

建設仮勘定 6,533 4,782

その他（純額） 6,651 6,764

有形固定資産合計 54,773 57,681

無形固定資産 206 191

投資その他の資産 11,903 10,966

固定資産合計 66,884 68,839

資産合計 142,257 148,364
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,838 14,723

電子記録債務 3,174 2,435

短期借入金 12,986 13,052

1年内返済予定の長期借入金 6,065 5,676

未払金 1,545 1,866

未払法人税等 803 306

賞与引当金 1,362 1,949

役員賞与引当金 92 93

その他 8,945 11,590

流動負債合計 49,815 51,695

固定負債

長期借入金 14,210 16,229

退職給付に係る負債 885 923

その他 1,852 3,888

固定負債合計 16,949 21,041

負債合計 66,764 72,736

純資産の部

株主資本

資本金 6,200 6,200

資本剰余金 9,372 9,323

利益剰余金 43,957 40,956

自己株式 △1,136 △889

株主資本合計 58,394 55,590

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,113 3,319

為替換算調整勘定 3,731 6,831

退職給付に係る調整累計額 △169 △309

その他の包括利益累計額合計 7,676 9,841

新株予約権 599 517

非支配株主持分 8,822 9,678

純資産合計 75,493 75,628

負債純資産合計 142,257 148,364
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 84,259 90,942

売上原価 76,698 82,123

売上総利益 7,561 8,818

販売費及び一般管理費 7,090 8,698

営業利益 470 120

営業外収益

受取利息 180 182

受取配当金 105 134

その他 528 41

営業外収益合計 814 358

営業外費用

支払利息 448 469

為替差損 ― 1,687

その他 82 281

営業外費用合計 530 2,438

経常利益又は経常損失（△） 754 △1,958

特別利益

固定資産売却益 9 30

投資有価証券売却益 ― 10

その他 4 0

特別利益合計 14 41

特別損失

固定資産廃棄損 9 0

保険解約損 2 3

特別損失合計 11 3

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損
失（△）

757 △1,921

法人税等 1,133 660

中間純損失（△） △376 △2,581

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に
帰属する中間純損失（△）

△434 7

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に
帰属する中間純損失（△）

58 △2,588
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純損失（△） △376 △2,581

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,116 △793

為替換算調整勘定 6,530 4,004

退職給付に係る調整額 36 △164

その他の包括利益合計 7,683 3,045

中間包括利益 7,307 464

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 6,811 △423

非支配株主に係る中間包括利益 495 888
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間
純損失（△）

757 △1,921

減価償却費 4,652 3,871

貸倒引当金の増減額（△は減少） △70 46

賞与引当金の増減額（△は減少） 513 540

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △81 △131

受取利息及び受取配当金 △286 △317

支払利息 448 469

為替差損益（△は益） △453 △98

売上債権の増減額（△は増加） 936 △1,932

有償支給未収入金の増減額（△は増加) 47 △78

棚卸資産の増減額（△は増加） △766 △318

未収入金の増減額（△は増加） 899 1,255

その他の資産の増減額（△は増加） △2,047 △1,376

仕入債務の増減額（△は減少） △701 △1,278

その他の負債の増減額（△は減少） 2,281 2,276

小計 6,130 1,006

利息及び配当金の受取額 287 318

利息の支払額 △427 △470

法人税等の支払額 △485 △1,416

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,504 △561

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,729 △5,915

有形固定資産の売却による収入 9 30

無形固定資産の取得による支出 △57 △44

投資有価証券の売却による収入 ― 17

定期預金の預入による支出 △1,185 ―

定期預金の払戻による収入 1,382 ―

その他の支出 △73 △150

その他の収入 24 31

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,629 △6,031

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 450 △713

長期借入れによる収入 2,000 4,434

長期借入金の返済による支出 △5,884 △3,707

セール・アンド・リースバックによる収入 ― 2,495

配当金の支払額 △434 △412

非支配株主への配当金の支払額 △335 △32

その他 36 93

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,167 2,157

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,640 4,136

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △651 △298

現金及び現金同等物の期首残高 22,287 22,287

現金及び現金同等物の中間期末残高 21,636 21,988
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項（２）ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っております。これによる中間連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の中間

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる前中間連結期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年

度の連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 米州 アジア

売上高

外部顧客への売上高 25,021 36,055 23,182 84,259

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,611 107 171 4,890

計 29,632 36,162 23,353 89,149

セグメント利益又はセグメン
ト損失(△)

2,641 △578 △750 1,312

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に

関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,312

セグメント間取引調整額 △841

中間連結損益計算書の営業利益 470

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 米州 アジア

売上高

外部顧客への売上高 24,797 45,798 20,346 90,942

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,288 128 70 3,487

計 28,085 45,926 20,417 94,430

セグメント利益又はセグメン
ト損失(△)

624 △1,147 86 △435

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に

関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △435

セグメント間取引調整額 556

中間連結損益計算書の営業利益 120
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（重要な後発事象）

１．サイバー攻撃について

当社および一部の連結子会社は、2024年10月14日にサイバー攻撃を受けたことで、当社グループの複数サーバーに保

存しているファイルが暗号化され、アクセスできない障害が発生いたしました。また、当該サイバー攻撃による不正ア

クセスの結果、サーバー内の一部情報が窃取された可能性を確認しております。

その結果、半期報告書提出期限延長に関する承認申請を行うなど決算スケジュールへの多大な影響はありますが、販

売や製造などの営業活動に関しては特段の影響は生じておりません。

本件による当連結会計年度（当中間連結会計期間を除く。）以降の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状

況への影響は現在精査中であります。

２．減損損失計上の見込みについて

当社は、2025年１月17日の取締役会決議に基づき、2025年３月期の決算において下記のとおり減損損失の計上を行う

見込みとなりました。

（１）当該事象の発生年月日

2025年１月17日

（２）当該事象の内容

当社は、中国における自動車市場の大きな変化等、主要顧客のグローバル規模での生産の大幅な落ち込み、及び2025

年度以降の生産動向等による事業環境への影響を評価した結果、2024年12月に固定資産の減損兆候ありと認識いたしま

した。

主に米州・アジアセグメントにおける固定資産について将来の回収可能性を検討した結果、2025年３月期において減

損損失を特別損失に計上する見込みとなりました。

（３）当該事象の損益に与える影響額

当該事象により、2025年３月期連結決算において、減損損失約140億円を特別損失として計上する見込みです。


